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日 時 令和元年9月26日(木) 17:00～19:00 

会 場 北広島市役所 3階 3Ｄ会議室 

出 席 委 員 鈴木聡士委員長、天羽浩委員、谷本雄司委員、桂裕章委員 

欠 席 委 員 武者加苗委員 

市 出 席 者 川村企画財政部長、佐藤総合計画課長、熊谷主査 

  

１ 開会 

委員の過半数が出席していることから、会議は成立していることを確認 

２ 会議録署名委員の選出 

委員長の指名により、Ｂ委員を令和元年度第2回推進計画委員会会議録の署名委員としたい旨提案があり、

了承された。 

 

３ 議事 

(１) 基本構想の現状報告 

●事務局：(資料1の説明) 

 

◆委員長：何か御質問があればお願いしたい。めざす都市像の中身については、また別の機会にお願いする。 

 

●事務局：今後、分野別の議論をしていくことを考えているが、基本構想も加筆・修正をしていくため、その後

にご意見をいただきたい。 

 

◆委員長：これからじっくり議論しながら最終的に決めていくという位置付けである。 

 

(２) 分野別計画案 

◆委員長：本日は、第1章と第2章の部分を議論していくが、まず第1章について、事務局から説明をお願いし

たい。 

 

第1章について 

●事務局：(資料2の第1章説明) 

 

◆委員長：アイデア、御意見をいただきたい。 

 

【子育て支援について】 

◆Ａ委員：子育てをしている親達への支援は、地域子育て支援センターを中心に行っているのか。 

 

●事務局：妊娠期から子育て期までの相談は、今年から子育て世代包括支援センターで対応し、健康推進課の

保健師と、地域子育て支援センターの保育士が連携した体制をとっている。これまでは妊娠、出産、

保育園と、相談窓口は分かれていたが、切れ目なく支援するために「すくすくネット」という一つ

のシステムをつくっている。 
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●事務局：その他乳幼児健診等は、各地区を回っている。地域子育て支援センター「あいあい」は、土曜日は

開館し、日曜日は閉館している。 

 

◆Ａ委員：家庭に出向いて子育て支援を行うということはあるのか。また、東部地区以外で子育て相談は、で

きないのか。 

 

●事務局：家庭に出向いて支援する制度としては、ファミリーサポートセンターにおいて、市が仲介して、協

力会員に子どもを預けるものがある。また、児童センターでも子育て相談は受けている。今後にお

いても、各地域で子育て支援が受けられるよう業務に当たっていく。 

 

◆委員長：子育て支援の拠点を全地区につくるのが、人手と経費が必要で難しい場合、ネットワーク、例えば

公共交通の維持は大事な観点であり、そのことを少し意識した表現が必要である。 

学童クラブは、北広島市内の小学校の中にあるのか。同じ敷地内への設置を積極的に推進していく

ことを検討した方が、より子育てに優しいまちというPRができ、定住人口の増加にもつながる可能

性がある。 

 

●事務局：学校施設内や学校と同じ敷地内にある学童クラブもある。学童の対象を平成 29 年に小学 6 年生ま

で拡大し、現在12施設、700人以上の利用がある。児童館は、現在3つあり、大曲地区、西部地区、

北広島団地地区にある。議会においても中高生の居場所の確保に関する質問が多いが、中高生の居

場所まで行政が確保すべきなのかという部分では、意見が分かれるところだ。子どもの貧困に関す

るアンケート調査では、約8割以上の児童は家で過ごすという回答があった。子どもが一人で家に

いることに不安を感じる親がいて、子どもの居場所をつくることで、人目につき安心だという世の

中に変わってきているということや、孤立感を抱えている子どもが大人とのつながりを求める傾向

もある。それらに対応していくことで、結果として、ひきこもり予防や虐待防止など自立への支援

につながるが、行政がどこまでカバーしていけるかは、難しい。今回この総合計画の子育ての節に、

「子どもの居場所の確保」という記載を入れている。 

 

◆委員長：中高生の居場所をつくる前に、本当にそれが必要なのか、求められているのかどうか調査を行う必

要がある。居場所をつくっても、中高生が全く来なく、結局喫茶店や図書館に行くとうことになっ

てしまっては意味がない。 

 

◆Ａ委員：北広島市には、自前の予算を使った子育て支援事業はあるのか。 

 

●事務局：今は出産祝い金があるが、その他の基本的な支援として、私立保育園の整備支援のほか、子どもの

医療費助成を15歳まで助成しており、平成30年度の子ども医療費助成は、約1億5,000万円であ

った。 

  

◆Ａ委員：定住人口を増やそうとしているので、このような子育てしやすいサービスがあることをＰＲした方

が良い。他の自治体と比較したグラフを広告にすると良い。 

 

【高齢者支援について】 

◆Ａ委員：独居等の高齢者への支援は、どのようなものがあるか。 

 

●事務局：社会福祉協議会に委託し、テレホンサービスによる電話がけでの安否確認、玄関から道路までの除

雪サービス、ひとり暮らしの高齢者が安心して暮らすことができる見守り活動等を行っている。担

当部署は保健福祉部の高齢者支援課のほか、各地区に高齢者支援センターがあり、高齢者サービス

ガイドで案内している。 


